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厚木市郷土資料館は、平成 30 年度中の新施設開館を目指し、いよいよ

10 月から工事に着工いたします。現在、主に資料館で保管している約 17

万 8 千点にも及ぶ資料は、新館へと移送いたしますが、次代へと大切に伝

えていくべき大事なものであり、慎重に梱包等の準備作業を行わねばなり

ません。そのため 1、2 階の展示室を作業場として使用するので、9 月か

ら 2 階の展示室を閉鎖いたします。ご不便をおかけいたしますが、皆様の

ご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。 

なお、29 年度中はエントランスホールにおきまして、各分野のダイジ

ェスト展示を設置し、講座などの活動もひきつづき行って参ります。 

＊次号より「資料館 news」紙上で新施設の展示等、準備の様子を逐次お伝えします。 

9 月から郷土資料館 2 階を閉鎖 

1 階にダイジェスト展示を設置 

▲考古は市の指定文化財2点を展示 

左：有孔鍔付
ゆうこうつばつき

土器（林王子遺跡出土） 

右：家型土器（子ノ神遺跡出土） 

▼自然は絶滅種、絶滅危惧種を展示 

右側：カワウソ頭骨､ギフチョウ､ゲンゴロウ 

左側：里山、相模川で減少している生き物 
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郷土資料館では、ホール展示「みんなでつくろう“あつぎ百科”物語④ 自然

編 番外」を 8 月 15 日（火）から 9 月 30 日（土）まで開催します。今回の

ホール展示は、郷土資料館の役割の一つでもある市内で活動する団体のイベン

ト開催への協力、それに伴うデータ、資料収集が、どのような手順
プロ セス

を経ている

のかがテーマとなります。このイベントの企画者でもある（仮称）あつぎ郷土

資料館検討委員会委員の 門田真人さんに次のように説明していただきました。 
★ 

市内睦合の棚沢地区に、貝殻（かいがら）坂というところがあり、そこ

の地層から約 300 万年前の貝化石が見つかります。 

今から 50 年以上昔には、子供たちが貝化石を見つけて楽しんでいた場

所でした。現在は大きな物流倉庫が建っています。シモハナ物流さんの協

力をいただき、現地でやぶと格闘、大汗を流しながら岩石を採集しました。 

あつぎ鮎まつりの８月 5 日（土）、

中央公園のテント会場では、その

岩石の中から 30 人の子供たちが

化石探しをします。「地学の学び」

と「宝探しのワクワク感」をつな

ぐイベント、その主催は公益社団

法人 厚木青年会議所です。 

探しあてた化石を中心に、作業

の様子、そのレポート等を以下の

とおり、郷土資料館のホールにて

展示します。お待ちしています。 

 

ホール展示 

かいがら坂の化石 
・8 月 15 日～９月 30 日 

 9-17 時 

・郷土資料館１F エントランスホール 

・入場無料 

ホール展示「“あつぎ百科”物語 ④自然編 番外」 

厚木が海の底だった証拠 

▲化石の入っているブロックを掘り出す 
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▲小学校での出前展示、講座。真剣な子供たちの眼差し 

｢アウトリーチ｣と呼ばれる

博物館活動がありますが、こ

れは館外での活動を表すもの

です。厚木市郷土資料館では、

開館以前から行っている小学

校への出前展示・講座を現在

も継続しています。 

もっとも利用者数が多いの

は、小学３年生が社会科で学

ぶ「かわってきた人々のくら

し」に即した出前展示。1 週

間の資料貸出と、45 分間の

お話しをセットにして、毎年 15 校程度の小学校を訪問しています。 

社会科の教科書に描かれた場面（かって、土間）の理解、描かれた道具を

とおして「昔」の暮らしを紹介し、「現在」と比較できるよう努めています。

その際、教科書の図版、解説と実際に地域で呼ばれている名称との違い、地

域の民家の間取り図を最大限に活用します。このようなデータには、学習の

「めあて」である「地域の暮らしはどんなふうに変わってきたのか」のヒン

トが散らばっていることを子どもたちに実感してもらっています。 

教科書に掲載された絵が、いつ描かれたのか、年代をより正確に知るため、

厚木に発電所ができた時期を考え、電気が来ていない頃を約 100 年前と推

定しました。しかし、電気がひかれた時期は、地域差が大きく、「厚木」と

大雑把にくくるのは適当ではないようです。地域データの収集が必要です。 

現在、「灯りの道具」を中心とした約 20 点の道具を展示していますが、

1 教室、45 分間の説明としては適当な量と思われます。ただし、昔の灯り

を実体験してもらうには、教室は明るすぎます。新しい資料館ができたとき

には、子どもたちに行燈、油皿、ランプなど明るさの違いを体感してもらえ

る、そんな魅力的な講座を考えていきたいと思います。ご期待ください。 

資料館のさまざまな活動③ 出前講座、展示 

昔の暮らしを伝えてきました 
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2017．   8 月 郷土資料館カレンダー 

 
 
       ○申込み制   ☆受講決定済みの方   ◎参加自由  

 

 

 

 

 

（問い合わせ・申し込み先） 

厚木市郷土資料館 〒243-0003 厚木市寿町３－１５―２６       

 http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/    ０４６－２２５－２５１５   
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日 曜日 行    事    内    容 実 施 場 所 時 間 対象等 

7 月 

 伝えよう わらべうたあそび！ 

 竹てっぽうあそび（10～12時） 

＊恒例の21日｢わらべうたあそび｣はお休みです。御注意願います。 

学 習 相 談 室 
10:00～ 
15:00 ◎ 

10 木 古文書解読会 学 習 相 談 室 
14:00～ 
16:00 ◎ 

15 火 ホール展示｢あつぎ百科｣物語④自然編番外 
 （～9 月 30 日まで 資料館 1 階 エントランスホール） 

9:00～ 
17:00 

◎ 

17 木 古文書解読会 学 習 相 談 室 
14:00～ 
16:00 ◎ 

23 水 
「幸運を授かる古代のアクセサリー（まが玉）を 

作ってみよう！」（問い合せ：文化財保護係 225-2509） 
学 習 相 談 室 13:30～ 

16:00 ☆ 

24 木 古文書学習会 「相模国風土記稿」を読む 学 習 相 談 室 
14:00～ 
16:00 ◎ 

ホール展示 「あつぎ百科」物語④ 自然編 番外 
■日 時 平成２９年８月１5日（火）から開催予定 

■場 所 郷土資料館 １階 エントランスホール 
       9 時から 17 時まで 

 発行日：平成 29 年 8 月 1 日  編集：厚木市郷土資料館 

                             発行：厚木市教育委員会 

古民家岸邸の 8 月の休館日 ＊開館時間は午前１０時から午後５時まで 

8/1(火)､7(月)､8(火)､14(月)､１5(火)､2１(月)､22(火)､28(月)､29(火) 


